
	業務の実績の説明

	補助対象事業の名称（補助事業者名）

	生活環境における聴覚障害者の気づきとコミュニケーション支援の研究開発（富士通株式会社）

	補助対象事業の概要

	【研究開発の全般について】

	1 助対象事業の概要
	聴覚障害者が、家庭などの生活シーンの中で、さまざまな種類のモノ（ドア、機器）や人の変化の気づきが得られるシステムを開発し、生活の中での聴覚障害者の気づきやコミュニケーションの支援向上を目的とする。

	2 助対象事業の目標
	音の変化やモノの動きを取得可能なセンサーモジュールから情報を受けとり、適切な情報表示を可能とするポッドのプロトタイプを開発し、部屋の中で発生するさまざまな音を感知して聴覚障害者に伝えるシステムを開発する。

	3 研究開発期間
	平成28年度～平成30年度

	4 助金（前年度までの累計）
	0　千円

	【平成28年度実施部分について】

	⑤平成28年度補助金
	9,603　千円

	5 研究開発の実施内容
	1.既存技術の調査・評価
2.生活者の調査
3.センシングモジュールの開発
4.表示方法の検討
5.AI（ディープラーニング）技術の調査・検討

	【平成28年度実施部分における研究開発課題の成果や評価結果について】

	6 究開発の成果
	・家庭環境において、玄関チャイムや家電のアラームなど、聴覚障害者が知りたい音の種類と重要性を知ることができた。

・生活音の認識システムとして、音センサーと加速度センサーからなるセンシングデバイスのプロトタイプを開発した。

・聴覚障害者へ音を伝えるポッド（球体ディスプレイ）と音車を開発し、それらを制御するアプリケーションを開発した。聴覚障害者にポッドを使用評価（実験室評価、ユーザ宅評価）して貰い、環境音伝達システムとして高い評価を得ることができた。
・AI（ディープラーニング）技術の調査・検討し、テストプロを開発しテストした結果、高い認識性能を得ることができた。

	7 究成果の応用状況、利用状況
	なし

	⑨論文数
	0件
	⑩被引用論文数
	0件

	⑪特許申請件数（国内）
	0件
	⑫特許取得件数（国内）
	0件

	⑬特許申請件数（海外）
	0件
	⑭特許取得件数（海外）
	0件

	⑮受賞数（国内）
	0件
	⑯受賞数（海外）
	0件


